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エンパワメント(湧活)
人びとに夢や希望を与え､勇気づけ､人が本来
持っているすばらしい、
生きる力を
湧き出させること



ウエルビーイングのエンパワメント研究
1.コホート研究
出生/地域/悉皆５件 7～33年追跡 0-102歳

2.評価指標開発
発達/社会関連性/育児環境/困り感/AIかかわり指標等

3.アクションリサーチ  
ICT/当事者参画/街づくり/絵本/動画/歌/ダンス等



工学倫理と工学教育への期待
いのちの輝きに寄り添うエンパワメント科学から

1.自然共生身体性(いのち) ぬくもり うつろい
いのちは自然と一体の身体性｡つねにうつろうもの｡
質と量の両輪｡ケアの倫理原則を基盤に。

2.多様性包摂(輝き) のりしろ のびしろ しなやかさ
包摂はパワーの源｡
多様性を有機的につなぎ温かいホリスティックへ｡

3.伴走型共感性(寄り添う) 私たち ともに 楽しむ
伴走する共感がケアの本質､エンパワメント｡
当事者/生活者/実践者/研究者等がともに。



縁パワメントのチカラ！

出典：エンパワメント絵本
エンパワメント教育研究フォーラム
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